
や

し
き

新
潟
。屋
敷
遺
跡

所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
大
字
大
塚

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
入
月
―
九
月

発
掘
機
関
　
　
中
条
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
吉
村
光
彦

遺
跡
の
種
類
　
旧
河
道

遺
跡
の
年
代
　
四
世
紀
―
九
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
野
の
中
央
部
に
立
地
す
る
が
、
河
川
沿
い
に
位
置
す
る
遺
跡
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
調
査
は
県
営
回
場
整
備
事
業
に
伴
う
水
路
部
分
の
調
査

で
、
幅
三
ｍ
の
細
長
い
調
査
区

を
設
け
て
実
施
し
た
。
古
墳
時

代
後
期
を
中
心
と
す
る
遺
物
が

出
土
し
た
が
、
遺
構
は
ほ
と
ん

ど
み
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
遺
跡

の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。

豹

　

木
簡
は
す
べ
て
幅

一
二
ｍ
ほ

中

ど
の
川
跡
か
ら
出
土
し
た
。
小

て

泊
産
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
な

2002年出上の木簡

7654321

い
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
初
期
の
遺
物
群
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
期
の
遺
物
と

し
て
は
、
須
恵
器
の
外
、
木
製
盤
、
椀
、
弓
二
張
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

【山
家
由
〔女
力
〕

⑪

　

□
□
石
□
□
□
若
女

②

　

布
二
段
日
日
□

９
　
・
□
　
□
　
□

・

□
□
□

含

∞
じ

×

含

∪

×

∞
　

ｏ
驚

６

じ

×

Ｏ

じ

×

卜
　

ｏ
∞
岸

含

∞
じ

×

６

）
×
］

ｏ
鐵

「＝

廿

□

□

□

□

□
」

加
ｇ

欝

霊

晋

常

①
は
三
片
に
分
か
れ
て
お
り
、
下
端
の
切
断
部
分
は
刃
物
を
入
れ
て
折
っ
た

も
の
で
あ
る
。
上
下
及
び
右
側
面
を
欠
い
て
い
る
。
二
名
分
の
人
名

（女
性
）

を
列
記
し
て
い
る
。
②
は
上
下
及
び
左
側
面
を
欠
い
て
い
る
。
物
品
の
収
納
に

か
か
わ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
①
は
下
端
及
び
両
側
面
を
欠
い
て
い
る
。
表

裏
と
も
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
い
は
曲
物
の
底
板
。
墨

痕
は
比
較
的
明
瞭
だ
が
、
釈
読
で
き
な
い
。
な
お
、
釈
読
は
、
長
岡
技
術
科
学

大
学
の
相
沢
央
氏
の
ご
教
示
に
よ
っ
た
。

（水
澤
幸
一
）
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